
学校関係者評価結果公開資料 

（自己評価結果との対応関係が具体的に分かる評価報告書） 

国際ホテル・ブライダル専門学校 2024年度 

評価実施の目的 

本校では、自己評価の結果を基に、教育活動および学校運営の改善を図るとともに、外部有識者

による学校関係者評価を実施し、評価の客観性・透明性の確保に努めた。ここでは、学校関係者

評価委員会による主な意見および、それに対する学校の対応方針を以下に示す。 

 

１．教育理念・目標 

区分 自己評価結果 学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

教育理

念・目的

の明確

化 

「適切（4）」と評価。理念・

目的・育成人材像を社会

のニーズに合わせて改訂

し、学生・保護者へ周知。 

教育理念が時代に即して明確化さ

れており、ホスピタリティ教育の方向

性が理解しやすい。今後は高校・企

業への発信をさらに強化してほし

い。 

広報物・HP・SNSで理

念・方針を発信し、近

隣高校・企業への説

明機会を増やす。 

 

２．学校運営 

区分 自己評価結果 学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

組織

運営

体制 

「適切（4）」と評価。会

議体の機能や分掌の

明確化が進む。 

組織的な意思決定が機能しており、安

定した運営体制が確認できる。外部へ

の情報発信をさらに強化してほしい。 

SNS・HP・リーフレットを

活用し、教育活動の情

報発信を増加。 

コンプ

ライア

ンス 

「やや不適切（3）」と評

価。 

概ね整備されているが、職員向け研修

の頻度や内容を見直すとよい。 

2025年度より年 2回の

コンプライアンス研修を

実施予定。 

 

 

 

 

 



３．教育活動 

区分 自己評価結果 学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

職業実

践教育 

「適切（4）」と評価。

企業連携授業が充

実。 

実践的な教育内容が高く評価できる。オンラ

イン活用と DX教育の推進に期待。 

DX研修の導入、デ

ジタル教材の拡充を

計画。 

教員研

修 
「適切（4）」と評価。 

研修制度が整備されており、法人全体で共

有されている。成果を学内で共有する仕組

みを強化すべき。 

研修報告共有会の

定期化を実施予定。 

 

４．学修成果 

区分 自己評価結果 学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

就職・資

格取得 

「適切（4）」評価。就職

率向上、資格支援充

実。 

就職支援体制が機能しているが、

県外卒業生の追跡体制を強化す

べき。 

校友会・SNSを活用し、

卒業生フォロー体制を整

備。 

退学率

低減 
「適切（4）」評価。 

カウンセラー連携が効果的。データ

に基づく早期支援の仕組み化を望

む。 

退学抑止データベースを

整備し、共有を進める。 

 

５．学生支援 

区分 
自己評価結

果 
学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

相談・保護

者連携 

「適切（4）」評

価。 

クラス担任制・オンライン面談・保

護者会が充実。 

継続的なオンライン面談体制を維

持。 

卒業生支

援 

「ほぼ適切

（3）」評価。 

校友会機能を活用し、卒業生ネッ

トワークを充実させてほしい。 

校友会サイトのリニューアル・在校

生交流イベントを実施予定。 

 

６．教育環境 



区分 
自己評価結

果 
学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

設備・防災

体制 

「適切（4）」

評価。 

設備更新・防災対策が進められている

が、備蓄品整備を継続的に。 

非常食・簡易トイレ・避難訓

練の充実を継続。 

 

 

 

 

７．学生募集 

区分 
自己評価結

果 
学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

学生募

集体制 

「適切（4）」

評価。 

高校・地域連携が強化されている。SNS

活用の発信強化を望む。 

高校別データに基づくターゲテ

ィング広報を実施。 

 

８．財務 

区分 
自己評価結

果 
学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

財務安

定性 

「適切（4）」

評価。 

健全な財務運営が確認された。中長期的な少子化

リスクへの対応を検討すべき。 

3年単位の中期財務

計画を策定。 

 

９．法令遵守 

区分 
自己評価結

果 
学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

適正運

営 

「適切（4）」評

価。 

適切な法令対応と個人情報保護体制が整ってい

る。 

継続して年 1回の

校内監査を実施。 

自己評

価公開 

「ほぼ適切

（3）」評価。 

自己評価の公開方針が明確であり、透明性が高

い。今後は評価結果の要約を一般向けにも発信

を。 

Web上で要約版を

掲載予定。 

 



１０．社会貢献・地域貢献 

区分 
自己評価結

果 
学校関係者の評価・意見 学校の対応方針 

地域連携・ボラ

ンティア 

「適切（4）」

評価。 

学生の主体的活動が地域に貢献し

ており高く評価できる。 

継続的な地域イベント・公開講

座の機会を検討。 

 

 

 

 

総合所見 

学校関係者評価委員会は、本校が教育理念に基づき、ホスピタリティ人材育成において社会的役

割を果たしている点を高く評価した。特に、実践的教育・地域貢献・学生支援の充実は顕著であ

り、今後は「外部発信の強化」「DX・デジタル教育の推進」「卒業生ネットワーク拡充」が改善課題と

して挙げられた。 

 

公開方法 

本報告書は、学校公式 Webサイト上で「学校自己評価・関係者評価」ページに掲載。 

保護者・在校生・卒業生への周知は、学内配布資料およびメールニュースにて実施。 

 


